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《 個別気象概況 》  資料 1.5.1 

 主な過去災害における気象及び被害記録を以下に示す。 

1） 平成３年９月 12 日～９月 15 日 （台風第 17 号） 

2） 平成３年９月 25 日～９月 28 日 （台風第 19 号） 

3） 平成７年６月 30 日～７月６日 （梅雨前線） 

4） 平成９年７月７日～７月 13 日 （梅雨前線） 

5） 平成 11 年６月 22 日～７月３日 （梅雨前線） 

6） 平成 13 年７月 11 日～７月 13 日 （梅雨前線） 

7） 平成 15 年７月 18 日～７月 21 日 （梅雨前線） 

8） 平成 16 年９月７日 （台風第 18 号） 

9） 平成 18 年９月 17 日 （台風第 13 号） 

10） 平成 20 年８月４日～８月 17 日 （大雨） 

11） 平成 21 年７月 24 日～８月６日 （豪雨） 

12） 平成 22 年７月 11 日～７月 16 日 （大雨） 

 

１．平成３年９月 12 日～９月 15 日（台風第１７号による強風・大雨） 

《気象概況》 

  ９月 11 日グアム島の西海上で発生した台風 17 号は、日本の南海上を西進後、進行方向を

変えて 13 日には沖縄を通過した。台風は速度を速めながらさらに東シナ海を北上し、14 日

５時 30 分頃長崎市付近に上陸した。台風の中心気圧は 965hPa、中心付近の最大風速は 

35m/s、風速は 25m/s 以上の暴風域の半径 110km、風速 15m/s 以上の強風域の半径 390km で

「中型で強い」勢力を保っていた。台風は長崎県へ上陸後北北東へ進み佐賀県を経由して、

中心が８時頃福岡市付近を、また９時頃北九州の北を通過した。その後台風は山口県を通過

して萩市付近から日本海へ抜けた。 

  福岡でのこの台風の極値は次の通りである。 

 

・最低気圧 976.6hPa 

・最大風速 NNW23.3m/s 

・最大瞬間風速 NNW40.8m/s 

     

 また、九州の南海上に停滞していた前線が台風とともに北上し、活動が活発になったため、

九州北部各県と山口県における雨量は 100mm 前後であったが、台風の中心の通過経路に近か

った地域では局地的な大雨が降ったところもあった。前原市では、14 日６時から７時までの

１時間に 147mm の記録的な雨量も観測された（１時間最大降水量としては観測開始以来第１

位の記録）。福岡県での最大日雨量は福岡県西部で 280mm と群を抜いており、その他の観測所

でも福岡 83mm、宗像 151mm、八幡 108mm、粕屋郡篠栗 95mm となっている。 
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【経路図 台風 17 号 9 月 11 日～9 月 14 日】 【天気図 9 月 12 日～9 月 15 日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《被害状況》 

  台風 17 号の通過により九州地方を中心に暴風による被害が発生し、死亡者の多くが強風に

伴う家屋の倒壊または飛来物による。また、活発化した前線による雨と台風による雨が加わ

り、河川の氾濫、山・崖崩れなどのために多くの被害を蒙った。福岡県では死者３人、重傷

者 36 人、軽傷者 89 人の人的被害、また住家被害として全壊７棟、半壊 136 棟、一部損壊

67,674 棟、床上浸水 358 棟、床下浸水 1,126 棟の被害が発生している。このほか、交通機

関・農業関係等にも被害が相次いだ。 

 集中豪雨に見舞われた前原市には災害救助法が適用された。 

 

  この台風による福岡県の被害状況は次の通りである。 

・人的被害 死者 3 人  重傷者 36 人  軽傷者 89 人 

・住家被害 全壊 7 棟  半壊 136 棟  一部損壊 67,674 棟 

床上浸水 358 棟  床下浸水 1,126 棟 

・非住家被害 公共建物 283 棟  その他 16,493 棟 

・その他 田流出・埋没 29.50ha  田冠水 839.51ha 

畑流出・埋没 5.27ha   畑冠水 4.50ha 

道路損壊 671 箇所  橋梁 31 箇所   

崖崩れ 37 箇所  鉄道不通 3 箇所 

被害船舶 30 隻  電話 2,002 回線 

水道（断水）146 戸  電気（停電）20,384 戸 

農業被害 201 億円    林業関係被害 25.1 億円 

水産業関係被害 6.7 億円 
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・福岡県災害対策本部 設置 9 月 14 日 9 時 

解散 9 月 14 日 17 時 

 

  また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。 

・人的被害 軽傷者 3 人 

・住家被害 一部損壊 35 棟 

・消防本部の災害出動件数 風水害出動 17 件  火災出動 1 件 

救急活動 3 件 

・消防分団の活動状況 活動分団数 1 分団  活動延人数 5 人 

活動車両 1 台 

 

２．平成３年９月 25 日～９月 28 日（台風第１９号による暴風） 

《気象概況》 

 ９月 13 日マーシャル諸島の海上で発生した台風第 19 号は発達しながらゆっくり西に進ん

だ。その後進行方向を次第に北に向けて 26 日に沖縄県の宮古島のすぐ東を通って東シナ海を

北上、27 日９時には北緯 30 度に達した。台風は進行速度を速めながら九州の西海上を北北

東に進み、16 時過ぎ長崎県佐世保市の南に上陸した。台風は上陸後、佐賀県を経由して 17

時 30 分頃福岡市付近、18 時頃北九州市付近を通過、進行速度をさらに速めながら山口県か

ら日本海へ進んだ。上陸時の台風第 19 号の中心気圧は 940hPa、中心付近の最大風速は 

50m/s と非常に勢力が強かった。台風の中心気圧が 940hPa 以下のまま九州に上陸したのは、

昭和 46 年８月 29 日に鹿児島県に上陸した台風第 23 号以来 20 年ぶりのことであった。 

  台風第 19 号は非常に強い勢力を保ったまま九州に上陸・通過したため九州北部地方を中心

に各地で記録的な暴風が吹いた。福岡では 18 時 47 分に最大瞬間風速 44.6m/s、20 時 10 分

に最大風速 18.3m/s を記録した。また、飯塚では最大瞬間風速 48.3m/s と観測開始以来第１

位の記録を更新した。 

  台風による強い雨は福岡・北九州地方の沿岸を中心に降り、福岡では 27 日 16 時 20 分～17

時 20 分の１時間に 53.5mm の雨量を観測し、９月の最大１時間雨量の記録を更新した。 

  福岡におけるこの台風の極値は、以下の通りである。 

 

・最低気圧 942.8hPa（27 日 17 時 23 分） 

・最大風速 NNW18.3m/s（27 日 20 時 10 分） 

・最大瞬間風速 NNW44.6m/s（27 日 18 時 47 分） 

・日最大雨量 97.5mm（27 日） 

・最大１時間雨量 53.5mm（27 日 17 時 20 分まで） 
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【経路図 台風 19 号 9 月 21 日～9 月 28 日】  【天気図 9 月 25 日～9 月 28 日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《被害状況》 

  台風第 19 号は近年に例を見ない“風台風”であったため、福岡県下では人的・住家・農林

水産業・交通・電気通信等に被害が多数発生した。人的被害としては、飛来物の直撃や倒壊

した家の下敷きになって死亡・負傷する例が多く、また、博多港内で韓国の貨物船が強風で

流され、防波堤に衝突、沈没しゴムボートで避難中転覆して４人が死亡、６人が負傷した。

このほか、強風により停電、断水の被害が続出し、給水のため自衛隊の派遣が要請された。  

 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

・人的被害 死亡 11 人  重傷者 97 人  軽傷者 669 人 

・住家被害 全壊 263 棟  半壊 4,042 棟 

一部損壊 177,064 棟  床上浸水 58 棟 

床下浸水 99 棟  非住家被害   

公共建物 1,481 棟  その他 44,301 棟 

・その他 田流出・埋没 1.13ha    田冠水 304.0ha 

畑流出・埋没 1.56ha    畑冠水 12.0ha 

道路損壊 647 箇所  橋梁 17 箇所 

崖崩れ 31 箇所  鉄道不通 8 箇所 

被害船舶 145 隻    電話 46,967 回線 

水道（断水）39,278 戸 電気（停電）119,925 戸 

農業被害 279.5 億円  林業関係被害 327.8 億円 

水産関係被害 19.1 億円 

・福岡県災害対策本部 設置 9 月 27 日 14 時 

解散  9 月 28 日 13 時 

 

 



〈第 1章 第 5節 災害の想定〉 

- 51 - 

 

 

  また、筑紫野市における台風 19 号の被害状況は次の通りである。           

・人的被害 軽傷者 8 人 

・住家被害 一部損壊 59 棟 

・消防本部の災害出動件数 風水害出動 41 件  救急出動 8 件 

・消防団の活動状況 活動分団 5 分団  活動延人数 45 人 

活動車両 5 台 

 

３．平成７年６月 30 日～７月６日（梅雨前線による大雨） 

 

《気象概況》 

６月末から７月にかけて時々梅雨前線の活動が活

発となり、東北から九州までの広い範囲で大雨と

なった。この期間の降水量は、立山（富山県立山

町）で 1,731mm、鳥海山（山形県遊佐町）で

970mm、多良岳（佐賀県太良町）で 948mm となる

など、東北から九州までの広い範囲で、平年の７

月の降水量の 150％から 250％の降水量となった。 

 ７月１日から７月４日にかけて、前線は西日本

から東日本にかけて停滞し、九州、四国、近畿地

方で 300mm を超える大雨となった。 

 

《被害状況》 

筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

・住家被害 床下浸水 7 棟 

 

４．平成９年７月７日～７月 13 日（梅雨前線による大雨） 

 

《気象概況》 

１日から 17 日にかけて梅雨前線が日本付近に停滞

し、この期間九州から東北にかけて、各地で大雨と

なった。このうち、前線の活動が活発となった６日

から 13 日にかけて、九州、中国、中部地方で激しい

雨が降った。１日から 17 日の期間降水量は、鞍岳

（熊本県旭志村）で 1,495mm に達したのを始め、熊

本県などの山沿いを中心に 1,000mm を超えたところ

があり、 

大牟田（福岡県大牟田市）でも 1,023mm を観測し

た。特に、９日から 10 日にかけて、長崎、熊本、

鹿児島県では、２日間続けて日降水量が 200～

300mm となり、２ 

日間の合計降水量が 500mm 前後に達した所があった。 

 この豪雨のため、10 日に鹿児島県出水市では大規模な土石流が発生し 21 人が死亡した。 

 

 

【天気図 7 月 6 日】 

【雨量分布図 7 月 13 日】 
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《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

・住家被害 全壊 1 棟  半壊 1 棟 

一部損壊 6 棟   

床上浸水 11 棟  床下浸水 63 棟   

 

  また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

・住家被害 床下浸水 1 棟 

 

５．平成 11 年６月 22 日～７月３日（梅雨前線による大雨） 

 

《気象概況》 

６月 23 日から７月３日にかけて、梅雨前線の活動

が活発となり、西日本から北日本にかけて、断続的

に大雨となった。特に 28 日から 29 日にかけて、中

部地方、中国地方、九州地方北部などでは１時間に

100mm 近い激しい雨が降った。期間降水量は、九州地

方から中部地方の山沿いで 600mm を超えたほか、平

野部でも呉（広島県呉市）で 446.5mm を観測するな

ど 400～500mm となったところがあった。このため、

各地で土砂災害や浸水被害が発生し、広島県では土

石流、がけ崩れなどにより 31 名が死亡したほか、Ｊ

Ｒ博多駅近くでは地下街に濁流が流れ込み１名が死

亡した。 

 

《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

・人的被害 死亡 2 人  重傷者 3 人  軽傷者 3 人 

・住家被害 全壊 7 棟  半壊 6 棟  一部損壊 27 棟   

床上浸水 1,273 棟  床下浸水 4,890 棟 

非住家被害 公共建物 3 棟  その他 43 棟 

・その他 田流出・埋没 101ha    田冠水 2,411ha 

畑流出・埋没 34ha    畑冠水 90ha 

道路損壊 754 箇所  橋梁 8 箇所 

崖崩れ 685 箇所  鉄道不通 2 箇所 

水道（断水）1,091 戸 電気（停電）23,700 戸 

農業被害 3.7 億円  林業関係被害 0.07 億円 

水産関係被害 0.03 億円 

 

  また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

・住家被害 床下浸水 23 棟 

 

 

 

【天気図 7 月 3 日】 
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６．平成 13 年７月 11 日～７月 13 日（梅雨前線による大雨） 

 

《気象概況》 

この期間、梅雨前線が日本海に停滞し、西日本に

暖湿な気流が流れ込んだため、12 日を中心に九州北

部などで大雨となった。12 日の日降水量は、大牟田

（福岡県大牟田市）で 271mm（期間降水量 391mm）、

諫早（長崎県諌早市）で 190mm（同 293mm）などとな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

・住家被害 全壊 1 棟   

一部損壊 2 棟   

床上浸水 61 棟  床下浸水 567 棟 

非住家被害  その他 5 棟 

・その他 田冠水 864.23ha  畑冠水 42.00ha 

道路損壊 145 箇所 

崖崩れ 46 箇所  鉄道不通 1 箇所 

被害船舶 1 隻 

・福岡県災害対策本部 設置 7 月 6 日 6 時 15 分 

解散  7 月 6 日 17 時 

 

  また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

・住家被害 床下浸水 2 棟 

 

 

 

 

 

 

【天気図 7 月 13 日】 
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７．平成 15 年７月 18 日～７月 21 日（梅雨前線による大雨） 

 

《気象概況》 

７月 18 日から 21 日にかけて、九州北部付近に停

滞していた梅雨前線に向かって南から暖かく湿った

空気が流れ込み、梅雨前線の活動が活発化した。こ

のため、九州地方を中心に局地的に１時間に 80mm 以

上の猛烈な雨を含む豪雨となった。この期間の総降

水量は、所々で 300mm を超えるなど、広い範囲で

200mm 以上の大雨となった。特に、福岡県の太宰府

（アメダス観測所）では 19 日 04 時 50 分までの１時

間に 104mm（歴代１位）の猛烈な雨を含めて、03 時

以降 1 時間 60mm 以上の激しい雨が３時間続いた。ま

た、熊本県の水俣市深川では、熊本県が設置した雨

量計で、20 日 04 時までの１時間に 87mm、 

05 時までの１時間に 91mm の猛烈な雨を観測し、05 時までの３時間降水量は 220mm に達した。

さらに、鹿児島県の菱刈町では、鹿児島県が設置した雨量計で、20 日 03 時から 10 時にかけ

て 60 ㎜前後の非常に激しい雨を断続的に観測し、20 日の日降水量は 555mm に達した。 

 

《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

・人的被害 死亡 1 人  重傷者 10 人  軽傷者 4 人 

・住家被害 全壊 26 棟  半壊 56 棟 

一部損壊 74 棟   

床上浸水 3,472 棟  床下浸水 3,489 棟   

非住家被害  公共建物 6 棟  その他 1,714 棟 

・その他 田流出・埋没 54.77ha    田冠水 1,001.00ha 

畑流出・埋没 18.00ha    畑冠水 52.03ha 

道路損壊 1,057 箇所  橋梁 15 箇所 

崖崩れ 1,271 箇所  鉄道不通 5 箇所 

電話 18 回線 

水道（断水）9,232 戸 電気（停電）627 戸 

農業被害 1.4 億円  林業関係被害 0.2 億円 

水産関係被害 0.03 億円 

・福岡県災害警戒本部 設置 7 月 19 日 5 時 

解散  7 月 20 日 11 時 

 

  また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

・住家被害 全壊 3 棟 半壊 9 棟 

 床上浸水 41 棟 床下浸水 135 棟 

 

 

 

 

【天気図 7 月 21 日】 
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８．平成 16 年９月７日（台風第 18 号による強風・大雨） 

《気象概況》 

８月 28 日 09 時にマーシャル諸島近海で発生した台風第 18 号は、日本の南海上を北西に進

み、９月５日に大型で非常に強い勢力で沖縄本島北部を通過した。その後、東シナ海を北上

し進路を北東に変え、７日 9 時半頃、長崎市付近に上陸して九州北部を横断した。７日午後

には山陰沖に達し、日本海を加速しながら北東に進んだ台風は、暴風域を伴ったまま８日朝

には北海道西海上を北上し、9 時に温帯低気圧となった。温帯低気圧になった後発達しなが

ら宗谷海峡に達した。 

 沖縄地方、九州地方、中国地方、北海道地方では、これまでの記録を更新する最大瞬間風

速 50m/s 以上の猛烈な風を観測した。また、九州地方の一部で 900mm を越える大雨を観測し

た所があった。さらに、瀬戸内海沿岸、西日本から北日本にかけての日本海側沿岸などで高

潮となった。 

 この台風により、建物の損壊や倒木被害が各地で発生し、転倒や飛散物の落下により多く

の人が負傷した。また、西日本で船舶の乗揚げ事故が相次いで発生した。 

 

【経路図 台風 18 号 9 月 7 日】      【天気図 9 月 7 日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

    

・人的被害 重傷者 19 人  軽傷者 75 人 

・住家被害 全壊 8 棟  半壊 105 棟 

一部損壊 5,604 棟  床上浸水 1 棟 

床下浸水 50 棟   

非住家被害   

 

  また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

 

・住家被害 一部損壊 13 棟 
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９．平成 18 年９月 17 日 （台風第 13 号による強風、大雨） 

《気象概況》 

台風第 13 号は、東シナ海を北東へ進み、強い勢力を保ったまま 17 日 18 時過ぎ、長崎県

佐世保市付近に上陸した。その後、佐賀県、福岡県を通過して 17 日 20 時頃玄界灘へ抜け、

18 日 21 時に日本海で温帯低気圧に変わった。台風の通過に伴い福岡では、9 月としては観

測開始以来第 1 位（通年では、観測開始以来第 2 位）となる南の風 49.0m/s（17 日 19 時 38 

分）、飯塚では南南東の風 40.0m/s（17 日 20 時 04 分）の最大瞬間風速を観測した。2 日間

の総降水量の多い地点は、前原 140mm、福岡 86mm、篠栗 76mm、八幡 75mm などであった。 

 

【経路図 台風 13 号 9 月 17 日～9 月 18 日】    【天気図 9 月 17 日～9 月 18 日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

    

・人的被害 死者1名  重傷者2名  軽傷者69名 

・住家被害 全壊2棟  半壊18棟 

一部損壊1,658棟  床下浸水5棟 

 

また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

 

・人的被害 軽傷者 １名 

・住家被害 一部損壊 10棟 
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１０．平成 20 年８月４日 （大雨） 

 

【天気図 8 月 16 日】 

《気象概況》 

4 日は対馬海峡付近に停滞する前線

の影響で、大雨となるところがあった。

8～11 日は湿った空気と強い日射の影

響で大気の状態が不安定となり、県内

各地で雷を伴った雨となった。13 日

は日本海の低気圧の影響で県の北部を

中心に雨となった。15～17 日にかけ

ては、熱帯低気圧や前線の影響で大気

の状態が不安定となり、県内各地で雷

を伴った雨となった。14 日間の総降

水量の多い地点は、博多 342.5mm、太

宰府 329.5mm、九千部山 319.5mm、福

岡 289.5mm、添田 227.0mm などであっ

た。 

 

 

《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

    

・住家被害 床上浸水10棟  床下浸水18棟 

・その他 道路被害 50 箇所  河川被害 5 箇所 

 崖崩れ 3 箇所 

 

１１．平成 21 年７月 24 日～８月６日 （豪雨） 

 

《気象概況》 

24 日は、対馬海峡に停滞する梅雨前線に向かって、暖かく湿った空気が流れ込み、前線の

活動が非常に活発化した。25 日には、梅雨前線の活動がやや弱まったが、26 日には九州北部

地方に停滞する前線上に低気圧が発生し、再び活動が活発化した。福岡県では、24 日の夕方

から夜のはじめ頃を中心に大雨となり、19 時 25 分までの 1 時間に博多（福岡空港）で 116.0

ミリの記録的な雨が降るなど、19 時頃から 21 時頃にかけて福岡地方、筑豊地方の各地で 1

時間 110 ミリ以上の記録的短時間大雨が発生した。また、17 時から 21 時までの 4 時間に飯

塚で 243.5 ミリ、小倉南区頂吉で 220.0 ミリ、篠栗で 213.5 ミリ、博多（福岡空港）で

205.0 ミリなど、200 ミリを超える大雨となった。25 日の昼前には一旦雨も弱まったが、26

日朝から昼過ぎにかけて再び非常に激しい雨が降り、1 時間に 80 ミリを超える猛烈な雨とな

った所もあった。24 日から 26 日までの総雨量は、太宰府で 618.0 ミリ、飯塚で 568.0 ミリ、

那珂川町九千部山で 562.0 ミリ、篠栗で 517.5 ミリ、博多（福岡空港）で 517.0 ミリとなっ

ており、7 月の平年の月降水量の 2 倍近く降った所もあった。 
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【天気図 ７月 26 日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

    

・人的被害 死者10名  重傷者9名  軽傷者9名 

・住家被害 全壊13棟  半壊11棟 

一部損壊70棟  床上浸水1,319棟 

床下浸水4,157棟 

・その他 道路被害 2,155 箇所  河川被害 721 箇所 

 崖崩れ 1,355 箇所 

 

 

  また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

 

・人的被害 死者1名  重傷者2名  

・住家被害 全壊1棟  半壊1棟 

一部損壊3棟  床上浸水37棟 

床下浸水57棟 
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１２．平成 22 年７月 11 日～７月 16 日（大雨） 

 

《気象概況》 

11 日に朝鮮半島南岸にあった梅雨前線は、その

後、15 日にかけて九州北部から対馬海峡付近に

停滞した。この梅雨前線に向かって、南から湿

った気流が流れこむ状態が続いたため、県内各

地で断続的に激しい雨を観測し、特に 14 日明

け方から朝にかけては非常に激しい雨となった

ところがあった。11 日 17 時から 16 日 06 時ま

での降水量は 206.5mm～523.0mm となり、13 日

に行橋では 208.5mm の日降水量を観測し 7 月の

極値を更新した。 

 

 

 

 

《被害状況》 

  福岡県における被害状況は次の通りである。 

    

・人的被害 軽傷者2名 

・住家被害 全壊5棟  半壊7棟 

一部損壊734棟  床上浸水211棟 

床下浸水811棟 

・その他 田流出・埋没 84ha    田冠水 344ha 

畑流出・埋没 1.6ha    畑冠水 305ha 

道路被害 1,823 箇所  河川被害 606 箇所 

 崖崩れ 691 箇所 

 

  また、筑紫野市における被害状況は次の通りである。           

 

・住家被害 一部損壊1棟  床上浸水1棟 

床下浸水20棟 

・その他 道路被害 47 箇所  河川被害 57 箇所 

 崖崩れ 102 箇所 
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《  火災危険区域  》   資料   1.5.2 
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《 想定地震（震源）》  資料 1.5.3 

 

 想定地震の設定は、福岡県の実施した「地震に関する防災アセスメント調査報告書（平成１８

年１２月）」に基づき、地震及び被害の設定を行うものとする。以下に想定地震の概要を示す。   

 

１．想定地震などのモデル（ケース）の考え方（福岡県）  

想定地震の設定方法としては、県内の地震の履歴や微小地震活動の観測データに基づき、

発生頻度の高い震源域とその規模・タイプ等を把握し、「想定地震モデル」を設定するのが

一般的である。 

これまで活動していない活断層や周辺海域のプレートについて、どこで、いつ、どのよう

な規模で動いて地震を生じさせるかを特定することは目下の段階では困難である。  

そこで、過去の地震災害履歴や地震活動観測データを踏まえ、県の防災対策上想定すべき

複数の地震のモデルを設定し、これらの地震による地震動や各種被害量を算出し、その結果

を福岡県地域防災計画「震災対策編」の目標とする。  

２．活断層に着目する想定地震モデルの設定 

これまでに福岡県内に災害を及ぼした、679 年の筑紫の地震と 1898 年の糸島半島の地震

は、いずれも内陸部に発生した地震であり、太平洋側の海溝部で発生する地震と違ってその

周期性は明らかではない。一般に兵庫県南部地震の例にも見られるように、内陸の活断層を

震源として発生する地震は、発生頻度が非常に小さく、海洋型の地震と違って発生間隔を推

定することは困難である。しかしながら、万一地震が発生した場合の被害は、局地的には非

常に大きなものになることが想定される。  

そこで本調査では、県内に存在する以下の６つの活断層に着目し、想定地震を設定する。  

1．小倉東断層 

2．福智山断層 

3．西山断層 

4．警固断層 

5．水縄断層 

6．宇美断層 

 

なお、想定地震については、地震規模を見直し、各断層から想定される規模（マグニチュ

ード）を設定した。 

また、このうち警固断層については、福岡県西方沖地震の発生に伴い切迫性が高まってい

ると考えられることから、想定地震動を見直すが、その他の想定地震についてはそのような

事象は考えられていないため、前回アセスメント調査と同様の手法によりモデルを想定した。  

また、特に人口が集中している県内４主要都市（福岡市、北九州市、飯塚市、久留米市）

を中心とする地域に被害を及ぼすと判断される４断層（小倉東断層、西山断層、警固断層、

水縄断層）については、地震発生に伴う被害を想定する必要があると判断される。  

 

① 警固断層南東部 

警固断層については、人口の集中する福岡市の中心部を通っている断層であり、一

度活動すれば多大な被害の発生が予想される。平成 19 年 3 月に文部科学省地震調査

研究推進本部により警固断層の長期評価が公表されており、この長期評価を踏まえ、

想定地震を以下のように設定した。 

想定地震モデルは福岡県西方沖地震の震源より南東部の、福岡市（博多湾）から筑

紫野市付近にかけての部分とし、断層の長さ 27 km 以上に対して震源断層の長さ 27 
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km、震源断層の幅 15km（上端の深さ 2km、下端の深さ 17 km）地震の規模マグニチ

ュード 7.2 と想定した。 

なお、前回アセスメント調査では、警固断層に関する震源断層は北西部であり、福

岡市から筑紫野市方面にかけての断層の長さ 20km のうち震源断層の長さ 20km、震源

断層の幅 13km（上端の深さ 3km、下端の深さ 16km）、地震の規模マグニチュード 7.0

と 7.2 のケースを想定している。 

 

② その他の５断層 

前回アセスメント調査では、それぞれの断層が存在する地域において、マグニチュ

ード６クラスの規模の地震が生じたことを想定して被害を把握できるようにするもの

であり、震源断層の長さ 10km、震源断層の幅５km（上端の深さ５km、下端の深さ

10km）、地震の規模マグニチュード 6.5 を想定していたが、今回の見直しでは以下の

とおりそれぞれの断層ごとに詳細な検討を行っている。 

 

・小倉東断層北東部  

北九州市小倉北区から小倉南区付近にかけての断層の長さ約 17km のうち、震源

断層の長さ 17km、震源断層の幅 8.5km（上端の深さ 2km、下端の深さ 10.5km）、地

震の規模マグニチュード 6.9 を想定した。 

 

・福智山断層北西部 

北九州市八幡西区から福智町付近にかけての断層の長さ約 20km のうち、震源断

層の長さ 20km、震源断層の幅 10km（上端の深さ 2km、下端の深さ 12km）、地震の

規模マグニチュード 7.0 を想定した。 

 

・西山断層南東部 

宮若市から飯塚市付近にかけての断層の長さ約 31km のうち、震源断層の長さ

31km、震源断層の幅 15km（上端の深さ 2km、下端の深さ 17km）、地震の規模マグ

ニチュード 7.3 を想定した。 

 

・水縄断層西部 

久留米市付近の断層の長さ約 26km のうち、震源断層の長さ 26km、震源断層の幅

15km（上端の深さ 2km、下端の深さ 17km）、地震の規模マグニチュード 7.2 を想

定した。 

 

・宇美断層南東部  

福岡市から太宰府市付近にかけて断層の長さ約 18km のうち、震源断層の長さ

18km、震源断層の幅 9km（上端の深さ 2km、下端の深さ 11km）、地震の規模マ

グニチュード 6.9 を想定した。 
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《 被害想定結果図 》 

【地表加速度分布図 】  資料 1.5.4(1) 
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【震度分布図】  資料 1.5.4(2) 
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【崩壊危険度の高い斜面分布図】  資料 1.5.4(3) 
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【液状化危険度分布図】  資料 1.5.4(4) 
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【木造建物全壊棟数分布図】  資料 1.5.4(5) 
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【非木造建物全壊棟数分布図】  資料 1.5.4(6) 
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【上水道被害箇所数分布図】  資料 1.5.4(7) 
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【下水道被害箇所数分布図】  資料 1.5.4(8) 
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《 被害想定結果 》  資料 1.5.5 

 

1) 筑紫野市に及ぼす想定地震の震度  

想定地震  震源  最大震度  

1 小倉東断層北東部  Ｍ6.9 5 弱 

2 福智山断層北西部  Ｍ7.0 5 強 

3 西山断層全体   M8.0 

西山断層南東部  M7.3 

Ｍ8.0 

Ｍ7.3 

6 弱 

6 弱 

4 警固断層南東部 M7.2 

警固断層北西部 M7.0 

Ｍ7.2 

Ｍ7.0 

6 強 

5 弱 

5 水縄断層西部  Ｍ7.2 6 弱 

6 宇美断層南東部  Ｍ6.9 6 強 

 

2) 筑紫野市における人的・施設等被害（本文再掲）  

被 害 想 定 項 目 警固断層南東部地震 

M 7.2 

 1 死 者 数 105 

 2 負傷者数 1,616 

 3 要救出現場（箇所）数 601 

 4 要救出者数 678 

 5 要後方医療搬出者数 162 

 6 避難者数 3,897 

 7 斜面崩壊危険度(Ａ)箇所数 5 

 8 斜面崩壊被災建物棟数 22 

 9 建物全壊棟数 

（木造全壊棟数） 

 （非木造全壊棟数） 

1,503 

（1,287） 

（216） 

10 建物半壊棟数 

（木造半壊棟数） 

（非木造半壊棟数） 

1,200 

（864） 

（336） 

11 地震火災全出火棟数 9 

12 地震火災焼失棟数 0.0 

13 上水道管被害箇所数 209 

14 下水道管被害箇所数 72 

15 都市ガス管被害箇所数 37 

16 電柱被害本数 18 

17 電話柱被害本数 17 

18 生活支障世帯数 

 居住の制約 

 食料・飲料水 

 電気 

 情報通信回線（NTT） 

 

39,842 

40,176 

8,276 

534 

19 エレベータ閉じ込め者数 639 

 

 


